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核
廃
絶
人
類
不
戦
の
碑
の
前
で
、
午
後
二
時
か
ら
三
時
二
十
分
ま
で
、
約
四
○
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。
長
崎
の
証
言
の
会
の
鎌
田
定
夫
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
「
私
の
８
月
隔
日
」
の
意
見
発
表
。
田
島
治
太
夫
さ
ん
（
師
）
。
他
年
前
の
こ
の
日
、
捕
虜
収
容
所
か
ら
ぬ
け
て
避
難
場
所
で
迎
え
た
。
ス
ネ
ー
ト
と
い
う
親
し
か
っ
た
捕
虜
は
毎
日
、
「
早
く
戦
争
が
終
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
に
帰
り
た
い
と
い
っ
て
い
た
が
、
肺
炎
で
死
亡
し
た
オ
ル
ダ
ス
は
八
月
九
日
、
建
物
の
下
敷
で
重
傷
、
意
識
不
明
．
「
ウ
ォ
ー
」
と
い
う
彼
の
う
め
き
声
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
．
。
そ
の
声
は
原
爆
へ
の
い
き
ど
お
り
の
声
だ
っ
た
。
私
は
験
ん
で
戦
争
を
す
る
の
か
、
早
く
戦
争
が
終
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
た
。
戦
争
反
対
原
爆
反
対
！
岩
永
岩
雄
さ
ん
（
師
）
・
私
は
捕
虜
上皇
／
八
月
十
五
日
、
爆
心
地
公
園
で
の
係
を
し
て
い
た
が
、
流
行
性
肺
炎
で
一
日
五
、
六
人
が
死
ぬ
。
遺
体
を
四
人
で
か
つ
ぎ
、
衛
兵
が
つ
き
、
火
葬
禍
へ
行
き
、
十
七
円
五
○
銭
支
払
っ
た
。
焼
く
の
に
四
時
間
か
か
り
、
白
木
の
箱
に
骨
を
入
れ
、
浦
上
天
主
堂
で
ミ
サ
を
し
て
外
人
墓
地
に
ほ
う
む
っ
た
。
百
数
十
名
が
死
亡
。
捕
虜
に
ふ
と
ん
を
与
え
て
か
ら
死
な
ん
よ
う
に
な
っ
た
。
朴
裁
委
さ
ん
．
８
．
暇
は
小
瀬
戸
の
神
の
島
の
埋
め
立
て
地
で
迎
え
た
。
前
日
に
「
明
日
重
大
放
送
が
あ
る
ら
し
い
と
い
う
と
、
組
長
は
「
や
た
ら
に
言
う
な
、
口
を
と
ざ
し
と
か
ん
ば
」
と
叱
ら
れ
た
。
放
送
の
内
容
は
よ
く
わ
か
ら
厳
か
っ
た
が
、
日
本
が
負
け
た
と
い
う
こ
と
だ
け
は
わ
か
っ
た
。
解
放
は
ピ
ン
と
こ
な
か
っ
た
。
朝
鮮
は
誰
が
治
め
る
の
か
、
飯
は
食
べ
ら
れ
る
の
か
、
そ
れ
を
確
か
め
て
か
ら
帰
国
し
よ
う
と
思
っ
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
命
令
で
朝
鮮
人
学
校
は
閉
鎖
‐
私
の
運
命
は
変
転
。
ま
だ
私
の
戦
後
は
終
っ
て
い
な
い
・
年
は
と
る
し
、
被
爆
の
病
気
を
持
つ
が
、
祖
国
統
一
、
核
廃
絶
を
の
ぞ
む
。
山
口
美
代
子
さ
ん
．
夫
や
妹
を
原
爆
擁
師
走
鐡
蛎
恥
蠅
纈
一
● Q
絶
を
み
な
さ
ん
と
共
に
闘
い
た
い
。
広
瀬
方
人
さ
ん
。
私
は
娘
か
ら
８
．
を
聞
か
れ
た
。
九
日
は
戸
町
ト
ン
ネ
ル
の
山
の
上
で
、
浦
上
が
め
ら
め
ら
と
燃
え
る
の
を
見
て
い
た
。
十
五
日
は
祖
父
の
家
の
ラ
ジ
オ
の
前
で
正
座
。
放
送
は
む
つ
か
し
い
こ
と
ば
や
雑
音
・
・
祖
父
は
「
が
ん
ば
れ
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
」
と
言
っ
た
．
夕
方
、
一
人
の
兵
隊
が
「
戦
争
に
負
け
た
か
ら
、
も
う
空
襲
は
な
か
ば
い
」
と
言
っ
て
通
っ
た
。
学
校
は
再
開
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ま
で
戦
争
の
正
し
さ
や
天
皇
の
た
め
に
死
ぬ
の
が
正
し
い
と
い
っ
て
い
た
先
生
達
が
口
を
ぬ
ぐ
っ
て
い
た
。
私
は
教
師
に
な
っ
た
が
、
「
苦
し
い
嘘
を
つ
く
教
師
に
は
な
る
ま
い
」
と
思
っ
て
生
き
て
き
た
．
平
野
伸
人
さ
ん
（
被
爆
二
世
の
会
）
・
私
は
広
瀬
先
生
の
教
え
子
。
不
戦
の
誓
い
を
日
々
し
て
い
か
ね
ば
厳
ら
ぬ
と
思
っ
て
い
る
。
原
田
純
一
郎
君
（
高
校
生
）
。
青
い
空
は
青
い
ま
ま
で
、
み
ん
厳
と
平
和
を
守
っ
て
い
き
た
い
。
宮
本
修
君
（
高
校
生
）
。
被
爆
体
験
を
聞
き
、
映
画
を
み
た
。
ど
う
し
て
核
兵
器
が
必
要
な
の
か
。
● ･
｜
口 救
援
列
車
一
号
で
大
村
海
軍
病
院
に
運
ば
れ
、
十
四
日
退
院
．
道
の
尾
で
生
き
残
っ
て
い
た
母
と
ば
っ
た
り
会
っ
た
。
家
族
五
人
が
死
亡
し
て
い
た
。
あ
の
日
は
余
熱
が
残
っ
て
い
た
爆
心
地
の
瓦
を
掘
っ
た
．
骨
は
く
だ
け
風
に
散
っ
た
。
藤
原
祐
子
さ
ん
（
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）
・
「
平
和
の
母
子
像
」
を
作
り
、
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
。
日
々
、
平
和
は
築
く
も
の
だ
・
鎌
田
定
夫
さ
ん
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
捕
虜
の
人
が
亡
く
な
っ
た
。
シ
ェ
フ
ァ
ー
さ
ん
か
ら
長
崎
の
仲
間
に
よ
ろ
し
く
と
の
こ
と
。
坂
口
便
さ
ん
が
閉
会
の
あ
い
さ
つ
・
私
は
南
京
の
奥
の
”
キ
ロ
の
所
に
い
て
日
本
の
せ
ん
兵
と
し
て
教
育
を
し
て
い
た
。
天
皇
の
放
送
を
聞
き
、
い
た
た
ま
れ
ず
立
っ
た
ま
ま
大
声
を
あ
げ
て
泣
い
た
。
そ
の
後
、
加
害
を
加
え
た
中
国
人
の
寛
大
さ
を
感
じ
た
．
何
年
た
っ
て
も
八
月
十
五
日
を
語
り
つ
い
で
行
か
な
け
れ
ば
厳
ら
な
い
。
み
ん
な
の
力
で
平
和
を
守
っ
て
い
き
た
い
。
（
文
責
・
末
永
浩
）
内
田
伯
さ
ん
。
松
山
町
、
番
地
に
住
ん
で
い
た
が
、
私
は
三
菱
兵
器
で
重
傷
。
一
口
長
崎
反
核
平
和
日
記
（
４
月
１
日
～
８
月
９
日
）
４
月
４
日
ソ
連
プ
ラ
ウ
ダ
紙
代
表
団
が
長
崎
国
際
文
化
会
館
で
原
爆
資
料
館
を
見
学
し
、
市
長
と
意
見
交
換
を
し
た
．
４
月
記
日
ろ
う
あ
者
の
被
爆
体
験
記
『
手
よ
語
れ
』
の
英
訳
本
閂
目
胃
畠
ご
言
男
が
出
版
さ
れ
た
。
５
月
皿
日
長
崎
市
長
と
市
議
会
議
長
が
モ
ス
ク
ワ
の
「
核
の
脅
威
展
」
に
出
席
の
た
め
出
発
し
た
。
長
崎
大
学
教
養
部
で
平
和
講
座
が
始
ま
っ
た
。
６
月
２
日
長
崎
被
災
協
が
被
纏
者
一
｜
○
番
を
設
置
し
た
．
６
月
７
日
原
水
禁
世
界
大
会
が
分
裂
集
会
と
な
る
た
め
に
、
市
民
団
体
が
独
自
で
「
市
民
の
つ
ど
い
」
を
開
く
こ
と
を
決
め
た
。
６
月
８
日
長
崎
大
学
の
調
査
で
、
長
崎
原
爆
被
爆
者
の
皮
膚
ガ
ン
発
生
率
が
被
爆
線
量
と
高
い
相
関
関
係
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
６
月
Ⅷ
日
長
崎
大
学
医
学
部
研
究
グ
ル
ー
プ
が
被
爆
女
性
は
、
非
被
爆
女
性
に
く
ら
べ
て
乳
ガ
ン
に
か
か
る
率
が
高
い
と
発
表
し
た
。
が
刊
行
さ
れ
た
。
６
月
尼
日
壱
岐
で
平
和
へ
の
行
動
展
７
月
砿
日
「
非
核
の
政
府
を
求
め
る
（
創
価
学
会
主
催
）
が
開
か
れ
た
。
長
崎
県
民
の
会
」
の
結
成
総
会
が
開
か
６
月
烈
日
非
核
都
市
宣
言
を
考
え
る
れ
た
。
市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
た
。
７
月
妬
日
「
第
二
回
非
核
都
市
宣
言
（
県
被
爆
二
世
団
体
連
絡
協
議
会
主
催
）
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
．
が
開
か
れ
６
月
〃
日
長
崎
を
世
界
に
伝
え
る
会
た
。
は
、
バ
ー
バ
ラ
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
夫
人
の
長
崎
電
鉄
８
．
９
の
会
は
同
会
が
建
手
記
圓
胃
里
ｏ
昌
貝
毎
百
皇
国
ｇ
自
立
し
た
原
爆
殉
難
者
碑
前
で
追
悼
式
を
『
不
死
鳥
と
鳩
』
を
出
版
し
た
。
）
一
し
た
、
６
月
幻
日
「
原
発
な
し
で
暮
ら
し
た
一
７
月
別
日
イ
タ
リ
ア
の
ピ
ス
ト
イ
ァ
い
６
．
鍋
長
崎
市
民
集
合
」
が
開
か
れ
－
刑
榊
華
罎
州
肺
録
守
州
雌
崖
搾
以
鯲
糾
た
。
被
爆
者
手
帳
友
の
会
は
被
爆
二
世
式
が
あ
っ
た
◎
の
健
康
状
態
を
調
査
し
、
二
二
・
八
％
８
月
１
日
「
平
和
の
母
子
像
」
の
除
が
病
気
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
と
発
表
し
幕
式
が
行
わ
れ
た
。
た
。
「
ピ
ー
ス
ウ
ィ
ー
ク
イ
ン
・
ナ
ガ
７
月
５
日
第
一
回
子
ど
も
平
和
の
集
一
サ
キ
」
が
始
ま
っ
た
。
細
鐸
側
燗
に
蠅
鯏
珊
岨
伽
岫
抑
窪
側
平
一
開
州
棚
峨
噛
の
全
国
集
会
が
長
崎
市
で
７
月
８
日
長
崎
市
議
会
田
川
議
長
は
－
８
月
２
日
県
被
爆
者
手
帳
友
の
会
は
「
核
兵
器
廃
絶
平
和
推
進
都
市
宣
言
」
一
被
爆
者
絶
決
起
大
会
を
開
い
た
。
と
い
う
骨
子
案
を
各
会
派
に
出
し
た
。
’
８
月
４
日
『
語
り
継
ぐ
父
母
の
体
験
』
７
月
脂
日
長
崎
市
の
非
核
都
市
宣
言
一
（
県
被
爆
二
世
教
職
員
の
会
）
の
英
訳
は
、
自
民
・
市
民
会
議
Ｉ
の
反
対
に
よ
本
、
『
奄
美
の
原
爆
乙
女
』
（
上
坂
冬
っ
て
見
送
ら
れ
た
。
子
著
）
、
『
長
崎
よ
、
誓
い
の
火
よ
』
７
月
件
日
原
爆
絵
本
『
消
え
て
し
ま
（
渡
辺
千
恵
子
）
が
出
版
さ
れ
た
。
っ
た
町
』
（
坂
口
便
著
・
平
田
賢
昭
絵
）
’
８
月
５
日
長
崎
マ
ス
コ
ミ
文
化
共
闘
会
議
は
高
校
生
の
平
和
意
識
調
査
を
発
表
し
た
。
８
月
６
日
銭
座
小
学
校
の
「
子
ど
も
ら
の
平
和
の
像
」
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。
８
月
８
日
全
国
高
校
平
和
集
会
が
長
崎
総
科
大
で
開
か
れ
た
。
原
水
禁
・
原
水
協
の
世
界
大
会
が
長
崎
市
で
開
か
れ
た
．
「
長
崎
誓
い
の
灯
」
の
仮
点
灯
式
が
行
わ
れ
た
。
長
崎
平
和
推
進
協
会
が
、
国
連
の
「
ピ
ー
ス
・
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
」
に
腿
定
さ
れ
た
。
．
８
月
９
日
長
崎
市
主
催
「
原
爆
犠
牲
者
慰
霞
平
和
祈
念
式
典
」
が
行
わ
れ
た
。
患
の
丘
長
崎
原
爆
ホ
ー
ム
は
『
原
爆
体
験
記
』
第
四
集
を
発
行
し
た
。
８
月
仰
日
小
崎
侃
氏
の
「
松
尾
あ
っ
ゆ
き
原
爆
句
抄
版
画
展
」
が
行
わ
れ
た
。
（
４
日
～
仰
日
）
８
月
７
～
９
日
入
江
昭
三
、
七
岨
鴎
舟
、
小
崎
侃
三
氏
に
よ
る
「
詩
・
書
・
画
三
人
展
ｌ
母
子
炎
上
」
が
行
わ
れ
た
｡
